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Abstract 

 私たち研究グループは、ユビキタスやネットワーク技術の教育への利用可能性に着目した。実

世界で学習者の学習活動をインタラクティブに支援するアプリケーションやインタフェースを開発し、

ユビキタス環境における新しい学びを提案する。具体的には、実世界型の音楽製作支援インタフ

ェース、PDAを使った課外型環境学習支援インタフェースを開発した。小学生児童を対象としたワ

ークショップの中でユーザビリティや学習効果など有効性を検証した。 

 

1. 研究の概要 

 モバイルやユビキタス関連技術は、製品やサービスなどの形で私たちの身の回りに広く

浸透しつつある。しかし、教育の分野においては、新しい技術に対する実際的なニーズが

あるにもかかわらず普及が遅れているのが現状である。 

 そこで本研究では、次のふたつのアプローチから、ユビキタス環境に適した学習環境を

提案した。 

・ 実世界のモノや道具に情報機器を埋め込むことで、実世界指向の学習支援用 IT 機器を

開発し、楽しみながら学習を進めることができる学習環境 

・ 環境音に着目した自然観察を支援するシステムと、自然の直接体験・間接体験を行き来

することで持続的な学習が可能な学習環境 

ひとつは、ブロックを積み重ねることで和音やメロディーを簡単に作ることができるブ

ロック型音楽インタフェースである。操作に関する知識を持たない幼いこどもでも、体験

的に音に関する知識を学ぶことができる。また、このブロックは、ブロックを通じた学習

者間のコミュニケーション支援の役割も果たし、発話やコミュニケーションを誘発する。 

もうひとつは、音に着目した環境学習を支援するシステムである。普段私たちは何気な

く環境や自然と接しているが、環境音に着目することで普段と違った視点から環境に接し、

学習者の気付きや発見を促すことを目的としている。 

これらシステムを開発し、ワークショップにおいて有効性の検証を行った。 

 

 



2. 研究内容 

 今回開発したふたつのシステムについて、順を追って説明を行う。 

 

2.1. ブロック型音楽作成インタフェース SOUND BLOCK 

 Figure1.は、ブロック型の音楽作成インタフェースである。

このツールは、重ねることで和音やメロディーを簡単に作り

出すことができる。音に関する知識や操作方法を知らない幼

い子どもでも簡単に使うことができるよう遊具の形態を採

用した。ブロックにはそれぞれの音を割り振ってあり、ブロ

ックを重ねることで様々な音を出力する仕組みである。複数

のブロックを重ねることで音が重なり、和音やメロディーが

生成される。 

Figure2.は、インタフェースの内部構造である。基本的

な構造としては、周波数を制御する IC(ATMEL AVR2313)、

9V 電源、スピーカ、プッシュスイッチなどで構成してい

る。こどもが遊びの中で使用することを考え、スタンドア

ロンで動作するよう全ての機能を内部に埋め込むよう設

計している。 

 

2.2. 環境音に着目した環境学習支援システム Nature Talk 

Figure3.は、環境音を地図上にマッピングすることで音の

地図（サウンドマップ）を作成し、自然教育や環境学習を支

援するシステムである。このシステムを利用した学習フロー

は二つの段階を経る。はじめは直接体験のフェーズで、モバ

イル機器を使って自然探索を行う。次が間接体験のフェーズ

で、情報を集約し、他者と実世界での情報交換や対話を通し

て学びあいやコミュニケーションを図る。この二つのフェー

ズを通して自然や環境への理解を深める。 

直接体験のフェーズでは、ユーザはGPSを内蔵したPDA

を使って自然を探索し、気になった音（環境音、自然音、声

や鳴き声、騒音など）を録音していく。PDA上のアプリケーションは、録音する際にその

場所の位置情報を付加し、データとして記録する。その後、間接体験のフェーズにおいて、

ユーザ同士の情報を一箇所に集約し、情報共有用の音の地図（サウンドマップ）を作成す

る。地図の描画は、Google Maps APIを利用している。共有端末上でデータを共有すること

で、実世界においてFace to Faceのコミュニケーションを支援し、学習者の気付きや学び合

いを支援することができる。 

 

Figure1. SOUND BLOCK 

Figure2. システム 

Figure3. Nature Talk 



3. 評価 

 上記ツールの有効性を検証するため、検証を行った。

2006年1月7･8日、湘南台文化センターこども館におい

て、小学生児童を対象としたワークショップを開催した。

検証の方法として、アンケートとユーザの行動観察を行

った。 

 アンケートの項目を教育性、娯楽性、協調性、操作性、

機能性、信頼性の6つに分け、それぞれに対して質問項

目を設定した。 

 

3.1. SOUND BLOCKの結果 

 SOUND BLOCKに対する質問項目を、以下のように設定した。 

Table1. SOUND BLOCKのアンケート項目 

 

 その結果、以下のような結果を得られた。 

 

Figure5. SOUND BLOCKのアンケート結果 

  

娯楽性、操作性において、特に高い結果を得ることができた。これは、ブロックと音とい

う組み合わせに対してユーザであるこどもたちが面白さを抱いたからであると考えられる。

Figure4.ワークショップの様子 



続いて教育性、協調性、信頼性において高い評価を得られた。アンケートでの自由記述欄

には、面白い、楽しいなどのコメントが寄せられた。 

 ユーザの行動観察からは、ブロックを媒介とした言葉によるコミュニケーションの発生

を確認することができた。自分のブロックと他の人のブロックを交換したり、音について

話し合ったりすることでコミュニケーションの発生を観察することができた。 

 

3.2. Nature Talkの結果 

 Nature Talkのアンケート項目を、次のように設定した。 

Table2. Nature Talkのアンケート項目 

 

 アンケート結果は次のようになった。 

 

Figure6. Nature Talkのアンケート結果 

 

 Nature Talkは、娯楽性と信頼性において特に高い結果を得ることができた。次に教育性

と機能性の項目で高い評価を得た。アンケートのコメントには、地図から音が出る意外性

と楽しさ、興味が沸いたことなどが記されており、地図と音を組み合わせることがユーザ

に効果的に働いたことが分かった。ユーザの行動観察から、地図を媒介としたコミュニケ

ーションの発生を確認した。また、音について複数のユーザ間で話し合いが起こり、その

輪の中に他のユーザが加わり、会話がより発展的な内容になることを確認できた。 



4. 研究のまとめ 

 本研究では、実世界指向の学習支援ツールとして、ブロック型音楽作成支援インタフェ

ースSOUND BLOCK、環境音に着目した環境学習支援システムNature Talkを開発し、そ

れらを利用した学習手法の提案と検証を行った。検証実験での結果では、操作性や娯楽性、

教育性において高い評価を得ることができた。 

 

5. 研究成果 

 今年度は、以下の学会において学会発表を行った。 

①は、European CSCW という国際学会においての発表論文である。CSCW とは、

Computer Supported Collaborative Workを意味し、コンピュータによる協調作業などと

訳される。本学会では、私が開発した音楽作成インタフェース SOUND BLOCKと、それ

を利用した協調的な音楽製作、ならびにユーザへの学習効果について論じた。 

 ②・③・④では、Nature Talkに関する研究を発表した。②は2006年4月に開催予定の国

際学会である。通信、教育、ヒューマンインタフェースという多分野において研究成果報

告を行った。 
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